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第３章・第４章に付加するイメージ図 

（１）エリア毎にさらに細分化 

 

 

（２）細分化した川沿い空間の分析 

細分化した空間をグループ分けする。 

大きく２つの観点「公共空間」「川沿いの建築敷地の規模」でグループ化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）日本橋川エリアイメージ案 
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（３）ハード面の形成手法の検討 

考えられる各グループにあった水辺空間の形成手法

を複数検討する。 

（４）理想像のイメージ化 

ポテンシャルを考慮し、いくつかの場所の理想像をイメージ化

し、区としての考え・姿勢を明確化する。 
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例）川沿いに壁面後退を設ける 
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